
第１０号： 平成２７年２月２日 俵屋宗達 ―― ３

宗達については、その全体像が不明な点が多く、色々な情報を持っている今日の私たちだが、彼の全体像を

解明しきれるものではない。その情報もごく近年になって少しずつ明らかになってきているのであっ て、まだ

まだ完全なものでない。

簡単な例を挙げると、江戸後期の酒井抱一は尾形光琳について、今日の私たち以上に知っていたと考えて

良いだろう。何故なら、抱一は光琳に近い所にいたからである。しかし、宗達のこととなるとどうであろう。

むしろ、私たちのほうが宗達に関する情報量が多いことは疑えない。宗達の作品についてもデジタル画像で

眼にすることは簡単である。しかし、抱一の時代では、宗達の作品を眼にすることがあっっても、それは運搬

可能な小品であって、屏風や襖、杉戸絵などの大画面を江戸の地で実見することは不可能に近いことでは確

かであった。

抱一は、尾形光琳に私淑し、光琳評価を決定的なものにしたが、宗達に私淑するには至っていなかった、と

いえよう。何故なら、抱一の門人たちの作品に宗達の影すら伺えないからである。「琳派」についてイメージす

る時、宗達を除外してイメージすることはできない。それは、光琳が宗達に私淑していたことを確信しているか

らである。宗達の全体像は時の方に消えてしまっているが、僅かに遺された宗達の痕跡を辿ることにより、宗

達の実像を創りだしてみることも必要なのである。
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